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令和８（２０２６）年度 熊本県立人吉高等学校 定時制 シラバス 

教科 国語 科目 国語表現 単位数 ２ 
開講 

学年 
４年 

 

学習目標 

 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 知識及び技能 

社会生活に役立つ国語の知識や技能を習得するとともに、表現の特性や効果などについて理解

を深めるようにする。 

(2) 思考力、判断力、表現力 

社会生活における様々な事象を対象に、目的や場面、相手に応じて、論理的、創造的に思考し、

自分の考えを効果的に表現する力を養う。 

(3) 学びに向かう力、人間性 

言葉のもつ価値を認識するとともに、相手を尊重して伝え合い、言葉を通して自己を向上させ

ようとする態度や、社会生活の向上に寄与しようとする態度を養う。 

 

期間 単元（学習内容） 評価規準：学習の到達状況（目指す状態） 評価物 

前期中間 

まで 

(16 時間) 

 

 

 

【言語事項】② 

漢字の学び直し 

 

（知 技）常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字

が書けるようになった。 

（思判表）主な常用漢字について、文や文章の中

で適切に使い分けることができるようになった。 

（主体性）習得漢字を振り返り、漢字検定に向け

て目標を持つことができるようになった。 

(知 技)  

課題小テスト 

(思判表)  

課題小テスト 

(主体性)  

授業態度 

課題提出 

【自己 PR と面接】⑬ 

１自分を見つめて 

２効果的な自己 PR 

３将来の自分を考えよう 

４志望理由を書こう 

５自己推薦書や学修計画書

を書く 

６面接にチャレンジ 

実践トレーニング➁ 

履歴書の書き方 

表現への扉５ 

＊単元テスト 

（知 技）自分の特長を他者に的確に伝える方法

を身に付けることができるようになった。 

（思判表）多角的に物事を見、情報を収集するこ

とで、自分のことを表現することができるように

なった。 

（主体性）自分自身のこれまでの生き方やこれか

らの生き方について考えることができるように

なった。 

(知 技)  

ワークシート 

単元テスト 

指名音読 

定期考査 

(思判表)   

ワークシート 

発問評価 

単元テスト 

定期考査 

(主体性)  

授業態度・発表 

課題提出 

【言語事項】① 

漢字の学び直し 

 

（知 技）常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字

が書けるようになった。 

（思判表）主な常用漢字について、文や文章の中

で適切に使い分けることができるようになった。 

（主体性）習得漢字を振り返り、漢字検定に向け

て目標を持つことができるようになった。 

(知 技)  

課題小テスト 

(思判表)  

課題小テスト 

(主体性)  

授業態度 

課題提出 

前期期末 

まで 

(16 時間) 

 

【言語事項】② 

漢字・語句の意味 

 

 

（知 技）常用漢字の読みや語句の意味を理解

し、主な常用漢字や熟語・慣用句が書けるように

なった。 

（思判表）主な常用漢字や語句について、文や文

章の中で適切に使い分けることができるように

なった。 

（主体性）習得漢字や語句を振り返り、漢字検定

(知 技)  

課題小テスト 

(思判表)  

課題小テスト 

(主体性)  

授業態度 

課題提出 



に向けて目標を持つことができるようになった。 

【書いて伝える】⑬ 

１言葉と表記 

２整った文を書く 

３相手に応じた言葉遣い 

４わかりやすい文を書く 

５文のつなぎ方 

実践トレーニング① 

表現への扉１ 

漢字使い分けミニ辞典 

＊単元テスト 

 

（知 技）書き方の基本を理解することができる

ようになった。 

（思判表）原稿用紙(縦書き・横書き)の使い方を

確認し、相手に伝えることを意識して分かりやす

い文章を書くことができるようになった。 

（主体性）書くことや言葉の使い分けに関する文

章を読み、自らの表現に活かすことができるよう

になった。 

 

(知 技)  

ワークシート 

単元テスト 

指名音読 

定期考査 

 (思判表)  

ワークシート 

発問評価 

単元テスト 

定期考査 

(主体性)  

授業態度・発表 

課題提出 

【読書】① 

 

（知 技）人定図書室の図書の配置や貸し出しの

ルールを習得し、興味ある本の選書ができるよう

になった。 

（思判表）読書の持つ意味について考えることが

できるようになった。 

（主体性）学力向上に深く関わりがある読書活動

に興味関心を持つことできるようになった。 

(知 技)  

選書し読書する 

(思判表)  

選書し読書する 

(主体性)  

選書し読書する 

 

後期中間 

まで 

(18 時間) 

【言語事項】③ 

漢字・語句の意味 

（知 技）常用漢字の読みや語句の意味を理解

し、主な常用漢字や熟語・慣用句が書けるように

なった。 

（思判表）主な常用漢字や語句について、文や文

章の中で適切に使い分けることができるように

なった。 

（主体性）習得漢字や語句を振り返り、漢字検定

に向けて目標を持つことができるようになった。 

(知 技)  

課題小テスト 

(思判表)  

課題小テスト 

(主体性)  

授業態度 

課題提出 

【表現の実践】④ 

「私の虫類図譜」を作ろう 

（知 技）意図が伝わるよう、適切な語句や文体

を選び、表現技法などを効果的に用いることがで

きるようになった。 

（思判表）設定したテーマをユーモアや皮肉など

を効果的かつ的確に文章に表し、特徴をわかりや

すく絵で表現できるようになった。 

（主体性）学習の狙いや創作の方法をよく理解

して学習に積極的に取り組み、他者の批評を自

分の表現活動に生かすことができるようになっ

た。 

(知 技)  

ワークシート 

単元テスト 

指名音読 

定期考査 

 (思判表)  

ワークシート 

発問評価 

単元テスト 

定期考査 

(主体性)  

授業態度・発表 

課題提出 

【メディアを駆使する】⑪ 

１通信文を書き分ける 

２電話を使いこなす 

３電子メールを活用しよう 

４ネット社会との付き合い

方 

５ネットを活用した情報収

集 

６メディアと情報 

（知 技）情報の妥当性や信頼性の吟味のしかた

を理解し、活用することができるようになった。 

（思判表）異なる形式で書かれた複数の文章を読

み、改正前後の法律文を読み比べて必要な情報を

読み取り、複数の文章を関連づけながら理解する

ことができるようになった。 

（主体性）異なる形式で書かれた複数の文章を粘

り強く読み、理解したことを学習課題に沿ってま

とめようという態度を養うことができるように

(知 技)  

ワークシート 

単元テスト 

指名音読 

定期考査 

 (思判表)  

ワークシート 

発問評価 

単元テスト 



表現への扉５ 

＊単元テスト 

 

なった。 定期考査 

 (主体性)  

授業態度・発表 

課題提出 

家庭学習 

まで 

(12 時間) 

【表現の実践】⑦ 

魅力的なポスターを作ろう 

（知 技）常用漢字を用い、正しい表記で適切な

言葉遣いを用いて表現することができるように

なった。 

（思判表）テーマ設定において、自分の意見とそ

の理由を示しながら話し合うことができるよう

になった。 

読み手を意識し、工夫を凝らしてキャッチコピ

ーやボディコピー(広告本文)を作成することが

できるようになった。 

（主体性）ポスター作成に積極的に取り組むこと

ができた。 

(知 技)  

ワークシート 

単元テスト 

指名音読 

定期考査 

 (思判表)  

ワークシート 

発問評価 

単元テスト 

定期考査 

 (主体性)  

授業態度・発表 

課題提出 

【言語事項】⑤ 

漢字・語句の意味 

 

（知 技）常用漢字の読みや語句の意味を理解

し、主な常用漢字や熟語・慣用句が書けるように

なった。 

（思判表）主な常用漢字や語句について、文や文

章の中で適切に使い分けることができるように

なった。 

（主体性）習得漢字や語句を振り返り、漢字検定

に向けて目標を持つことができるようになった。 

(知 技)  

課題小テスト 

(思判表)  

課題小テスト 

(主体性)  

授業態度 

課題提出 

 

使用教材 

参考図書 

【教科書】国語表現改訂版（大修館書店） 

【その他】「実践文字力トリプルチェック」（尚文出版） 

学習方法 

 

【主体的な学び】に関して 

 ・復習に力をいれ、教科書・プリントをよく見直し内容を再確認し、疑問点を明らかにする。 

・基礎的事項の繰り返し学習で、知識・技能の定着に努める。 

・板書を写すだけでなく、必要に応じてメモをとる習慣を身に付ける。 

【対話的な学び】に関して 

・自分の意見・感想を持つことから始め、考えを文章にまとめることを繰り返す。 

・授業者や他の生徒の意見、先哲の考え方などにも耳を傾け、自身の考えに生かす。 

【深い学び】に関して 

・既習事項を本時の学習内容と関連付けて、自分の考えをより深いものとし、さらに自分の考

えを作り上げる。 

評価方法 

 

【知識・技能】について 

 ・定期考査・単元テスト・漢字などの小テスト 

【思考・判断・表現】について 

 ・定期考査・単元テスト・漢字などの小テスト 

 ・発問に対する解答や反応等 

・ワークシート・課題作文等 

【主体的に学習に取り組む態度】について 

 ・出席・授業態度・ワークシート・提出物 

 



令和８（２０２６）年度 熊本県立人吉高等学校 定時制 シラバス 

教科 公民 科目 政治・経済 単位数 ２ 
開講 

学年 
４年 

 

学習目標 

 

公共的な見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、政治や経済に関する現代の諸課題を多角的

に考察し、民主的な社会の形成者として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 知識及び技能 

 現代の政治や経済について、日本及び国際社会の諸事象との関連を深く理解するとともに，諸

資料から政治や経済に関する情報を適切に収集し、多角的に整理したり分析したりする技能を身

に付けるようにする。 

(2) 思考力、判断力、表現力 

現代の政治や経済に関する諸課題を見いだし，日本及び国際社会の在り方について、基本的人権

の尊重や民主政治，経済活動の活性化や福祉の向上などの視点から多角的に考察し，自らの考え

を根拠とともに説明したり，議論したりする力を養う。 

(3) 学びに向かう力、人間性 

現代の政治や経済に関する諸事象への関心を高め，それらを主体的に探究しようとする態度を養

うとともに，政治や経済に関わる現代社会の諸課題の解決に向けて，よりよい社会を築こうとす

る態度を養う。 

 

期間 単元（学習内容） 評価規準：学習の到達状況（目指す状態） 評価物 

前期中間 

まで 

(16 時間) 

１節 民主政治の基本原理 

 

 

 

 

 

（知 技）民主政治の成立について理解ができるよう

になった。 

（思判表）「法の支配」と法治主義の違いを考えること

ができるようになった。 

（主体性）民主政治の脆弱性と今日的な課題について 

自己の課題とすることができるようになっ 

た。 

（知 技）  

考査 

シート提出 

課題提出 

（思判表） 

 考査 

 シート提出 

 課題提出 

（主体性） 

 考査 

 シート提出 

課題提出 

授業態度 

   

２節 日本国憲法の基本原理 

３節 日本の政治機構 

（知 技）行政機構のしくみや権限について知ること

できるようになった。 

（思判表）日本国憲法と大日本帝国憲法を比較して、 

現行憲法の特色を考えることができるよう 

になった。 

（主体性）憲法第９条、集団的自衛権、国際貢献のあ

り方について自己の課題として考えること 

     ができるようになった。 

（知 技）  

考査 

シート提出 

課題提出 

（思判表） 

 考査 

 シート提出 

 課題提出 

（主体性） 

 考査 

 シート提出 

課題提出 

授業態度 

 

前期期末 

まで 

(16 時間) 

４節 現代政治の特質と課題 

５節 現代の国際政治 

 

（知 技）国際社会の特徴、組織を理解できるように 

なった。 

（思判表）国際連盟と国際連合を比較し，改善点と今

後の課題を考えることができるようになっ

（知 技）  

考査 

シート提出 

課題提出 

何ができ
るように
なるか 



た。 

（主体性）地球環境問題の深刻さと身近な努力の重要 

性を自己の課題とすることができるように

なった。 

（思判表） 

 考査 

 シート提出 

 課題提出 

（主体性） 

 考査 

 シート提出 

課題提出 

授業態度 

１節 現代の資本主義経済 （知 技）資本主義経済の歴史的成立と特徴を理解で 

きるようになった。 

（思判表）現代の資本主義経済と社会主義経済の変容 

の関係を考えることができるようになっ

た。 

（主体性）新自由主義をインターネットを利用して調 

べ、自己の課題とすることができるように 

なった。 

（知 技）  

考査 

シート提出 

課題提出 

（思判表） 

 考査 

 シート提出 

 課題提出 

（主体性） 

 考査 

 シート提出 

課題提出 

授業態度 

 

後期中間 

まで 

(18 時間) 

２節 現代経済のしくみ 

３節 日本経済の発展と産業

構造の変化 

（知 技）金利や金融機関の役割について理解を深め 

ることができるようになった。 

（思判表）財政のしくみや日本の財政問題を考えるこ 

とができるようになった。 

（主体性）「格差社会」の実情を自分の課題として考え 

ることができるようになった。 

Ｃ（知 技）  

考査 

シート提出 

課題提出 

（思判表） 

 考査 

 シート提出 

 課題提出 

（主体性） 

 考査 

 シート提出 

課題提出 

授業態度 

 

４節 福祉社会と日本経済の課

題 

（知 技）公害や環境問題の現状を知ることができる 

ようになった。 

（思判表）日本の農業のあるべき姿について考えるこ 

とができるようになった。 

（主体性）日本の社会保障制度の現状と課題を調べ、 

負担と給付のあり方を自己の課題とするこ 

とができるようになった。 

（知 技）  

考査 

シート提出 

課題提出 

（思判表） 

 考査 

 シート提出 

 課題提出 

（主体性） 

 考査 

 シート提出 

課題提出 

授業態度 

 

家庭学習 

まで 

５節 国民経済と国際経済 

１節 日本社会の諸課題 

（知 技）地域社会を活性化するためにはどうすれば

良いかを知ることができるようになった。 

（知 技）  

考査 



（12 時間)  （思判表）若年層の雇用に関する課題と解決策を考え 

ることができるようになった。 

（主体性）日本の農業を取り巻く環境をいかに改善す 

べきかを自己の課題として考えることが

できるようになった。 

シート提出 

課題提出 

（思判表） 

 考査 

 シート提出 

 課題提出 

（主体性） 

 考査 

 シート提出 

課題提出 

授業態度 

 

２節 国際社会の諸課題 

 

 

 

（知 技）原子力等さまざまなエネルギーの特徴を知 

ることができるようになった。 

（思判表）紛争や対立の背景から解決。糸口を考える 

ことができるようになった。 

（主体性）日本のＮＧＯの取組に対して自己の参加を 

考えることができるようになった。 

（知 技）  

考査 

シート提出 

課題提出 

（思判表） 

 考査 

 シート提出 

 課題提出 

（主体性） 

 考査 

 シート提出 

課題提出 

授業態度 

 

 

使用教材 

参考図書 

【教科書】政治・経済 (東京書籍) 

【その他】新聞など各種メディアからの情報 

学習方法 

 

【主体的な学び】に関して 

・分からない文章や言葉があれば、「チェック」を付け、できるだけ調べておくこと。 

・教科書を読んで、「なぜ？」「どうして？」と思ったことを記録しておくこと。 

【対話的な学び】に関して 

・疑問に思ったことや与えられた課題に対して、自分なりの考えをもって授業に参加すること 

・分からなかったことや疑問に思っていたことを、クラスの仲間と対話しながら解決しようと

する姿勢で授業に参加すること。 

【深い学び】に関して 

・クラスの仲間や先生との対話から、新しい発見や、さらなる疑問を見出し、それまでの自分

の見方や考え方よりも、より広く深い見方や考え方ができるようになることを目指すこと。 

評価方法 

 

【知識・技能】について 

 ・単元ごとの課題レポート 

 ・定期考査 

【思考・判断・表現】について 

 ・定期考査 

・単元ごとの課題レポート 

【主体的に学習に取り組む態度】について 

 ・Google Classroom においてシートを提出 

・学習課題や授業に取り組む態度など 

 

どのよう
に学ぶか 

学習到達状

況をどのよ

うに確認す

るか 



令和８（２０２６）年度 熊本県立人吉高等学校 定時制 シラバス 

教科 数学 科目 数学Ⅱ 単位数 １ 
開講 

学年 

４年 

Ａ類型 

 

学習目標 

 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。 

 (1) 知識及び技能 

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えにおける基

本的な概念や性質を理解し，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理し

たりする技能を身に付けるようにする。 

 (2) 思考力、判断力、表現力 

数学的な手法等を用いて、論理的に考察する力、事象の本質を捉え、数学的に表現し、根拠を明

らかにしつつ筋道立てて説明したり、議論したりする力を養う。 

 (3) 学びに向かう力、人間性 

数学のよさを認識し、数学を問題解決や意思決定に活用しようとする態度、粘り強く考え、数学

的活動を振り返って検討し、よりよいものを求めようとする態度を養う。 

 

期間 単元（学習内容） 評価規準：学習の到達状況（めざす状態） 自己評価欄 

前期中間 

まで 

(８時間) 

●図形と方程式 

点と座標 

 

         ８時間 

（知 技） 

・直線上の 2 点間の距離や，線分を内分する点・外分

する点の座標を求めることができる。 

・座標平面と象限について理解できる。 

・座標平面上の 2 点間の距離や，線分を内分する点，

外分する点の座標を求めることができる。 

（思判表） 

・具体的な数値を用いて，直線上の内分点の座標を考

察できる。 

・2 点間の距離の式を利用して，座標平面上の異なる

2 点から等しい距離にある点の座標を求めることが

できる。 

・座標平面上の 2 点の中点の座標を利用して，三角形

の重心の座標を求めることができる。 

（主体性） 

・直線上の点について，いろいろな距離や座標を調べ

ようとしている。 

・座標平面上の点について，いろいろな距離や座標を

調べようとしている。 

知 技 ＡＢＣ 

思判表 ＡＢＣ 

主体性 ＡＢＣ 

前期期末 

まで 

(８時間) 

 

直線の方程式 

 

         ８時間 

（知 技） 

・座標平面上のいろいろな直線を方程式で表すことが

できる。 

・2 直線の交点の座標を求めることができる。 

・直線の傾きに着目して，平行な 2 直線や垂直な 2 直

線を調べることができる。 

（思判表） 

・直線の方程式は，すべて ax+by+c=0 の形で表され

ることを考察できる。 

・ある直線に平行な直線や垂直な直線について，その

方程式を求めることができる。 

・直線の方程式や 2 点間の距離を利用して，原点と直

線の距離を考察できる。 

（主体性） 

・座標平面上の直線の方程式は，すべて ax+by+c=0 の

知 技 ＡＢＣ 

思判表 ＡＢＣ 

主体性 ＡＢＣ 

何ができ
るように
なるか 



形で表されることについて調べようとしている。 

・直線の傾きに着目すると，2 直線の平行や垂直が調

べられることの良さがわかり，いろいろな直線で調

べようとしている。 

後期中間 

まで 

(９時間) 

 

円の方程式 

    

         ９時間 

（知 技） 

・座標平面上の円を方程式で表すことができる。 

・円の方程式から，中心の座標や半径を求めることが

できる。 

・円と直線の位置関係と 2 次方程式の判別式との関係

を理解できる。 

・軌跡について理解できる。 

（思判表） 

・2 点を直径とする円の方程式を求めることができる。 

・x^2+y^2+lx+my+n=0 で表された円について，中心の

座標と半径を求めることができる。 

・円と直線の位置関係や共有点の個数について，2 次

方程式の判別式を用いて考察できる。 

・平面上の 2 点間の距離などを利用して，ある条件を

みたす点の軌跡を考察できる。 

（主体性） 

・x^2+y^2+lx+my+n=0 の式の変形について，数学 I で

学んだ平方完成の知識をふり返りながら考えようと

している。 

・いろいろな円と直線について，位置関係や共有点の

個数を調べようとしている。 

・2 点間の距離や比の計算など，それまで学んだ内容

をふり返りながら軌跡を考えようとしている。 

知 技 ＡＢＣ 

思判表 ＡＢＣ 

主体性 ＡＢＣ 

家庭学習 

まで 

(６時間) 

 

不等式の表す領域 

 

         ６時間 

（知 技） 

・x^2+y^2>r^2 などの形の不等式について，不等式の

表す領域を図示することができる。 

・y>ax+b などの簡単な不等式について，不等式の表す

領域を図示することができる。 

・連立不等式の表す領域を図示することができる。 

（思判表） 

・円の内部，外部について，ある点と中心との距離を

用いて考察できる。 

・ax+by+c>0 などの形で表された不等式について，式

を適切に変更することで，不等式の領域が表せるこ

とを考察できる。 

・連立不等式の表す領域について，それぞれの不等式

が表す領域の共通部分を考察できる。 

（主体性） 

・コンピュータなどを利用して，いろいろな不等式の

表す領域を調べようとしている。 

知 技 ＡＢＣ 

思判表 ＡＢＣ 

主体性 ＡＢＣ 



 

使用教材 

参考図書 

【教科書】：実教出版 高校数学Ⅱ 

【その他】： 

学習方法 

 

【主体的な学び】に関して   

・「なぜ」という疑問を大切にし、問題解決の過程を重視するよう努めてください。 

・数学と生活との関連に目を向け、問題解決の目的意識をもち、数学を活用しようと努めてく

ださい。 

【対話的な学び】に関して  

・着眼点や発想を、まずは自分なりに表現するよう努めてください。さらに、お互いに理解し

合えるように分かりやすく説明し表現しようと努めてください。 

【深い学び】に関して    

・どのように考えたら上手くできたのか、どのようなことを利用したのか、以前に学習した内

容と似ているところはないか、などのように、新たに学んだことを振り返るようにしてくだ

さい。 

評価方法 

 

【知識・技能】について 

定期考査、単元テストや演習等の到達度で評価します。 

【思考・判断・表現】について 

定期考査、単元テストや演習等の到達度で評価します。 

【主体的に学習に取り組む態度】について 

授業中の発表、質問、課題への取り組み等によって評価します。 

 

学習到達状

況をどのよ

うに確認す

るか 

どのよう
に学ぶか 



令和８（２０２６）年度 熊本県立人吉高等学校 定時制 シラバス 

教科 数学 科目 数学Ｂ 単位数 ２ 
開講 

学年 

４年 

Ａ類型 

 

学習目標 

 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。 

 (1) 知識及び技能 

数列、統計的な推測及び数学と社会生活における基本的な概念や性質を理解し、事象を数学化し

たり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

 (2) 思考力、判断力、表現力 

 数学的な手法等を用いて、論理的に考察する力、事象の本質を捉え、数学的に表現し、根拠を明

らかにしつつ筋道立てて説明したり、議論したりする力を養う。 

 (3) 学びに向かう力、人間性 

数学のよさを認識し、数学を問題解決や意思決定に活用しようとする態度、粘り強く考え、数学

的活動を振り返って検討し、よりよいものを求めようとする態度を養う。 

 

期間 単元（学習内容） 評価規準：学習の到達状況（めざす状態） 自己評価欄 

前期中間 

まで 

(16 時間) 

●数列 

数列とその和 

 

        １６時間 

（知 技） 

・数列の意味を理解し，数列の各項や一般項を求める

ことができる。 

・等差数列の意味を理解し，与えられた等差数列の一

般項や和を求めることができる。 

・等比数列の意味を理解し，与えられた等差数列の一

般項や和を求めることができる。 

（思判表） 

・数列の規則性について考察することができる。 

・等差数列の規則性や，和の公式の導き方について考

察できる。 

・等比数列の規則性や，和の公式の導き方について考

察できる。 

（主体性） 

・身の回りで規則性のあるものを見つけようとしてい

る。 

・身の回りの事象で，等差数列として考えられるもの

を見つけようとし，そのよさを理解しようとしてい

る。 

・身の回りの事象で，等比数列として考えられるもの

を見つけようとし，そのよさを理解しようとしてい

る。 

知 技 ＡＢＣ 

思判表 ＡＢＣ 

主体性 ＡＢＣ 

前期期末 

まで 

(16 時間) 

 

いろいろな数列 

 

         ９時間 

（知 技） 

・和を表す記号Σの意味を理解し，Σを用いて数列の

和を表すことができる。 

・自然数の和の公式や自然数の 2 乗の和の公式を理解

し，それを利用して，その和を求めることができる。 

・階差数列の意味を理解し，階差数列を利用して，も

との数列の一般項を求めることができる。 

（思判表） 

・Σの性質を利用して，いろいろな数列の和を求める

ことを考察できる。 

・階差数列を利用して，数列の規則性を調べることに

ついて考察できる。 

（主体性） 

知 技 ＡＢＣ 

思判表 ＡＢＣ 

主体性 ＡＢＣ 

何ができ
るように
なるか 



・Σを用いて数列の和を表すことのよさを理解しよう

としている。 

・階差数列を利用して，数列の規則性を考えることの

よさを理解しようとしている。 

 

漸化式と数学的帰納法 

    

         ７時間 

（知 技） 

・漸化式の意味を理解し，漸化式から一般項を求める

ことができる。 

・数学的帰納法を利用して，等式の証明ができる。 

（思判表） 

・漸化式から一般項を求める方法について考察でき

る。 

・数学的帰納法の仕組みについて考察できる。 

（主体性） 

・身の回りの事象で，漸化式を用いて表すことができ

るものがあるか見つけようとしている。 

・数学的帰納法を利用して証明した命題について，他

の証明方法を見つけようとしている。 

知 技 ＡＢＣ 

思判表 ＡＢＣ 

主体性 ＡＢＣ 

後期中間 

まで 

(18 時間) 

●統計的な推測 

確率変数 

 

        １１時間 

（知 技） 

・確率の基本性質を理解し，いろいろな確率を求める

ことができる。 

・確率分布を表に示すことができる。 

・平均，分散，標準偏差の意味を理解し，確率変数の

平均，分散，標準偏差を求めることができる。 

・二項分布の意味を理解し，二項分布の平均，分散，

標準偏差を求めることができる。 

（思判表） 

・確率の基本性質について考察できる。 

・平均，分散，標準偏差が，確率変数の分布のどのよ

うな特徴を示すか考察できる。 

・二項分布の特徴について考察できる。 

（主体性） 

・確率の基本性質を利用して，身の回りの事象の確率

を求めようとしている。 

・平均，分散，標準偏差を用いて，分布の特徴をつか

むことのよさを理解しようとしている。 

・身の回りの事象で，二項分布が利用できるものがな

いか見つけようとし，そのよさを理解しようとして

いる。 

知 技 ＡＢＣ 

思判表 ＡＢＣ 

主体性 ＡＢＣ 

 

正規分布 

 

         ７時間 

（知 技） 

・確率密度関数の意味を理解できる。 

・正規分布の意味を理解し，その性質を利用して確率

を求めることができる。 

・二項分布と正規分布の関係を理解し，正規分布を利

用して，二項分布の問題を解くことができる。 

（思判表） 

・確率密度関数と確率の関係について考察できる。 

・正規分布の性質について考察できる。 

・二項分布と正規分布の関係について考察できる。 

（主体性） 

・分布曲線を確率密度関数で表すことのよさを理解し

ようとしている。 

・正規分布を利用して，身近な問題を考えようとして

いる。 

知 技 ＡＢＣ 

思判表 ＡＢＣ 

主体性 ＡＢＣ 



・二項分布と正規分布の関係を利用して，身近な問題

を考えようとしている。 

家庭学習 

まで 

(12 時間) 

 

統計的な推測 

        １２時間 

（知 技） 

・母集団と標本の関係を理解できる。 

・無作為抽出の意味を理解し，乱数表などを用いて標

本を抽出できる。 

・標本平均の意味を理解し，母集団の平均と標準偏差

から，標本平均の平均と標準偏差を求めることがで

きる。 

・標本平均の分布と正規分布の関係を理解し，その性

質を利用して確率を求めることができる。 

・母平均の推定の意味を理解し，信頼度 95%の信頼区

間を求めることができる。 

・仮説検定の意味を理解し，仮説検定の手順にしたが

って，ものごとを判断することができる。 

（思判表） 

・母集団と標本の関係について考察できる。 

・標本平均の分布と正規分布の関係について考察でき

る。 

・信頼区間の意味について考察できる。 

・仮説検定の方法について考察できる。 

（主体性） 

・全数調査や標本調査にはどのようなものがあるか見

つけようとしている。 

・標本平均の分布と正規分布の関係を利用して，身近

な問題を考えようとしている。 

・信頼区間を考えることのよさを理解しようとしてい

る。 

・身の回りの事象について，仮説検定の考えを用いて

判断しようとしている。 

知 技 ＡＢＣ 

思判表 ＡＢＣ 

主体性 ＡＢＣ 

 

使用教材 

参考図書 

【教科書】：実教出版 高校数学Ｂ 

【その他】： 

学習方法 

 

【主体的な学び】に関して   

・「なぜ」という疑問を大切にし、問題解決の過程を重視するよう努めてください。 

・数学と生活との関連に目を向け、問題解決の目的意識をもち、数学を活用しようと努めてく

ださい。 

【対話的な学び】に関して  

・着眼点や発想を、まずは自分なりに表現するよう努めてください。さらに、お互いに理解し

合えるように分かりやすく説明し表現しようと努めてください。 

【深い学び】に関して    

・どのように考えたら上手くできたのか、どのようなことを利用したのか、以前に学習した内

容と似ているところはないか、などのように、新たに学んだことを振り返るようにしてくだ

さい。 

評価方法 

 

【知識・技能】について 

定期考査、単元テストや演習等の到達度で評価します。 

【思考・判断・表現】について 

定期考査、単元テストや演習等の到達度で評価します。 

【主体的に学習に取り組む態度】について 

授業中の発表、質問、課題への取り組み等によって評価します。 

 

学習到達状

況をどのよ

うに確認す

るか 

どのよう
に学ぶか 



令和８（２０２６）年度 熊本県立人吉高等学校 定時制 シラバス 

教科 理科 科目 化学 単位数 ３ 
開講 

学年 
４年 

 

学習目標 

 

化学的な見方・考え方を働かせ、科学的な探究の過程を通して、物質やその変化を科学的に捉え

る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 (1) 知識及び技能 

物質やその変化を科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付

けるとともに、化学の基本的な概念を日常生活や社会と関連付けて理解するようにする。 

 (2) 思考力、判断力、表現力 

観察、実験などを行い、物質やその変化の中から課題を見いだし、科学的に探究し、課題を解決

する力を養う。 

 (3) 学びに向かう力、人間性 

 物質やその変化に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養うとともに、化学を生

活や社会に生かそうとする態度を養う。 

 

期間 単元（学習内容） 
評価規準：学習の到達状況（めざす状

態） 
評価物 

前期中間 

まで 

(24 時間) 

第 3 編 無機物質 

第 1 章 非金属元素 

1.元素の分類と周期表 

2.水素・貴ガス元素 

3.ハロゲン元素 

4.酸素・硫黄 

5.窒素・リン 

6.炭素・ケイ素 

第 2 章 金属元素（I）-典型元素- 

1.アルカリ金属元素 

2.アルカリ土類金属元素 

3.アルミニウム・スズ・鉛 

 

（知 技） 

・元素の分類（典型元素・遷移元素，金属元

素・非金属元素）について理解する。 

・周期表に基づきながら，酸化物の示す性質

や単体の酸化作用，還元作用を理解する。 

・水素および貴ガスの性質を理解する。 

・水素や貴ガスの利用について理解する。 

・それぞれのハロゲン元素の単体の性質（化

学式，状態，色，酸化力，反応性など）を理

解する。 

・ハロゲン化水素の性質について理解する。 

・酸素および硫黄の単体や化合物についてそ

の性質を理解する。 

・硫化水素と二酸化硫黄の製法や反応性，沈

殿生成について理解する。 

・硫酸の工業的製法を理解する。 

・濃硫酸の性質について理解する。 

・窒素およびリンの単体や化合物について，

その性質を理解する。 

・アンモニアの性質やその工業的製法につい

て理解する。 

・硝酸の工業的製法について理解する。 

・炭素の同素体の性質について理解する。 

・炭素の化合物の性質について理解する。 

・ケイ素の単体と化合物について，身近な利

用例なども含めて理解する。 

・アルカリ金属元素の単体や化合物の性質を

理解する。 

・炎色反応について理解する。 

・炭酸ナトリウムの工業的製法であるアンモ

ニアソーダ法について理解する。 

・アルカリ土類金属元素の単体や化合物の性

質を理解する。 

・炎色反応について理解する。 

（知 技） 

・単元テスト 

・実験の操作 

・定期考査 

（思判表） 

・問題演習 

・実験の考察 

・定期考査 

（主体性） 

・実験レポート 

・授業の振り返

り 

 

何ができ
るように
なるか 



・カルシウムの化合物の性質や特徴を理解す

る。 

・アルミニウムの単体や化合物の性質を理解

する。 

・アルミニウムおよびスズ，鉛が両性金属で

あることを理解する。 

・複塩について理解する。 

・鉛（Ⅱ）イオンの反応について理解する。 

（思判表） 

・周期表に基づいて，元素の分類や周期性を

説明できる。 

・水素の性質（例えば還元性）を反応式を用

いながら説明できる。 

・水素とヘリウムはともに軽い気体である

が，反応性が異なるために利用のされ方が

異なることを説明できる。 

・ハロゲン元素の単体の酸化力に基づき，反

応性の強弱を判断できる。 

・単体の塩素の実験室的製法において，水お

よび濃硫酸を用いる順序を判断しその理由

を説明できる。 

・単体の塩素の実験室的製法において，発生

した塩素の捕集方法を判断できる。 

・オキソ酸の化学式から，酸化数を判断でき

る。 

・硫酸の工業的製法における量的計算を行う

ことができる。 

・一酸化窒素と二酸化窒素の性質について理

解し，それぞれの製法の化学反応式を書く

ことができる。 

・オストワルト法について量的計算を行うこ

とができる。 

・炭素の同素体の構造を判断することができ

る。 

・炭素やケイ素の化合物が関わる化学反応式

を書くことができる。 

・ナトリウムの反応について体系立てた知識

を表現できる。 

・ナトリウムと水との反応や，アンモニアソ

ーダ法に関わる反応の反応式を書くことが

できる。 

・カルシウムの反応について体系立てた知識

を表現できる。 

・石灰水と二酸化炭素の反応など，カルシウ

ムの化合物に関わる反応の反応式を書くこ

とができる。 

・アルミニウムの反応について体系立てた知

識を表現できる。 

・アルミニウムや酸化アルミニウムと酸また

は塩基の反応の反応式を書くことができ

る。 

（主体性） 

・元素の分類や周期表に興味をもつ。 



・水素や貴ガスについて興味をもつ。 

・ハロゲン元素の単体および化合物について

興味をもつ。 

・酸素および硫黄の単体や化合物に興味をも

つ。 

・窒素およびリンの単体や化合物に興味をも

つ。 

・無機物質の工業的製法に興味をもつ。 

・炭素およびケイ素の単体や化合物について

興味をもつ。 

・気体の製法と性質についてまとめる。 

・アルカリ金属の単体や化合物に興味をも

つ。 

・アルカリ土類金属の単体や化合物に興味を

もつ。 

・アルカリ金属元素とアルカリ土類金属元素

の類似点と相違点をまとめる。 

・アルミニウムやスズ，鉛などの両性金属の

単体や化合物に興味をもつ。 

前期期末 

まで 

(24 時間) 

第 3 編 無機物質 

第 3 章 金属元素（II）-遷移元素- 

1.遷移元素の特徴 

2.鉄 

3.銅 

4.銀・金 

5.亜鉛 

6.クロム・マンガン 

7.金属イオンの分離・確認 

（知 技） 

・遷移元素にはどのような元素があるか理解

する。 

・遷移元素の特徴について理解する。 

・錯イオンの名称や化学式，書き方，配位数，

形について理解する。 

・鉄の単体や化合物の性質を理解する。 

・製鉄についてその過程を理解する。 

・鉄のイオンについて，その性質を理解する。 

・銅の単体や化合物の性質，利用例を理解す

る。 

・銅（Ⅱ）イオンの反応性について理解する。 

・銀の単体や化合物の性質を理解する。 

・金の単体の性質を理解する。 

・銀イオンの反応性について理解する。 

・亜鉛の単体や化合物の性質を理解する。 

・亜鉛の単体や酸化物，水酸化物が両性であ

ることを理解する。 

・クロムの単体や化合物の性質を理解する。 

・マンガンの単体や化合物の性質を理解す

る。 

・沈殿反応が起こる金属イオンと陰イオンの

組合せについて理解する。 

・金属イオンの系統分析について，それぞれ

の操作の意味性を理解する。 

（思判表） 

・水溶液の色から，そこに含まれる遷移元素

を判断できる。 

・錯イオンの名称から化学式を，化学式から

名称を答えることができる。 

・与えられた錯イオンの形を判断することが

できる。 

・鉄の反応について体系立てた知識を表現で

きる。 

（知 技） 

・単元テスト 

・実験の操作 

・定期考査 

（思判表） 

・問題演習 

・実験の考察 

・定期考査 

（主体性） 

・実験レポート 

・授業の振り返

り 

 



・水溶液の色や呈色反応から，含まれる鉄が

2 価なのか 3 価なのかを判断できる。 

・製鉄の過程について説明することができ

る。 

・銅の反応について体系立てた知識を表現で

きる。 

・銅（Ⅱ）イオンの沈殿生成や錯イオン形成

の反応の反応式を書くことができる。 

・銀の反応について体系立てた知識を表現で

きる。 

・銀イオンと塩基との反応や銀イオンにアン

モニア水を過剰に加えた際の反応の反応式

を書くことができる。 

・亜鉛の反応について体系立てた知識を表現

できる。 

・亜鉛の単体や酸化物，水酸化物と酸や塩基

の反応の反応式を書くことができる。 

・クロム酸イオンの反応について体系立てた

知識を表現できる。 

・過マンガン酸イオンの反応について体系立

てた知識を表現できる。 

・金属イオンの系統分析の考え方を用いて，

複数の金属イオンが存在する水溶液から目

的の金属を分離，確認することができる。 

（主体性） 

・遷移元素の特徴について興味をもつ。 

・鉄の単体や化合物に興味をもつ。 

・銅の単体や化合物に興味をもつ。 

・銀の単体や化合物に興味をもつ。 

・亜鉛の単体や化合物に興味をもつ。 

・クロムとマンガンの単体や化合物に興味を

もつ。 

・金属イオンの分離や確認に興味をもつ。 

後期中間 

まで 

(27 時間) 

第 4 編 有機化合物 

第 1 章 有機化合物の分類と分析 

1.有機化合物の特徴と分類 

2.有機化合物の分析 

第 2 章 脂肪族炭化水素 

1.飽和炭化水素 

2.不飽和炭化水素 

第 3 章 アルコールと関連化合物 

1.アルコールとエーテル 

2.アルデヒドとケトン 

3.カルボン酸 

4.エステルと油脂 

第 4 章 芳香族化合物 

1.芳香族炭化水素 

2.フェノール類と芳香族カルボン酸 

3.芳香族アミンとアゾ化合物 

4.有機化合物の分離 

（知 技） 

・有機化合物の特徴について理解する。 

・有機化合物の分類について，炭素骨格での

分類や官能基による分類を理解する。 

・有機化合物の表し方について，分子式や構

造式，示性式について理解する。 

・異性体について理解する。 

・有機化合物の分析の手順や分離と精製につ

いて理解する。 

・有機化合物中の成分元素の検出について理

解する。 

・元素分析の実験手順や組成式，分子式の求

め方を理解する。 

・直鎖状のアルカンの例やアルカンの融点，

沸点について理解する。 

・アルカンの立体構造や構造異性体について

理解する。 

・アルカンに特徴的な置換反応について理解

する。 

・環式のシクロアルカンについて理解する。 

（知 技） 

・単元テスト 

・実験の操作 

・定期考査 

（思判表） 

・問題演習 

・実験の考察 

・定期考査 

（主体性） 

・実験レポート 

・授業の振り返

り 

 



・不飽和炭化水素であるアルケンやアルキン

の分子式とその名称について理解する。 

・アルケンの製法について理解する。 

・二重結合の存在に基づくアルケンの立体構

造とシス－トランス異性体について理解す

る。 

・不飽和結合の存在に基づくアルケンやアル

キンの付加反応について理解する。 

・アセチレンの製法や立体構造について理解

する。 

・アルコールの一般式や構造式，名称，分類

について理解する。 

・アルコールの性質，特に沸点が高いことに

ついてその構造に基づいて理解する。 

・アルコールの検出法や脱水反応について理

解する。 

・アルコールの酸化反応について，級数の違

いによって生成物が異なることを構造式と

結びつけながら理解する。 

・身近なアルコールの性質について理解す

る。 

・エーテルの性質について理解する。 

・アルデヒドやケトンの化学式や構造式，名

称について理解する。 

・アルデヒドの反応性，特に還元性および還

元性を利用した検出法について理解する。 

・ホルムアルデヒドやアセトアルデヒド，ア

セトンの性質や製法について理解する。 

・ヨードホルム反応について理解する。 

・カルボン酸の化学式や名称，分類について

理解する。 

・カルボン酸の性質や反応性について理解す

る。 

・ギ酸や酢酸，無水酢酸，ジカルボン酸など

の性質について理解する。 

・鏡像異性体について理解する。 

・エステルの化学式や名称について理解す

る。 

・エステルの性質や反応性，とくにけん化に

ついて理解する。 

・油脂の化学式や名称，構造，分類について

理解する。 

・油脂の性質や反応性について理解する。 

・セッケンの製法と洗浄作用，性質について

理解する。 

・合成洗剤の性質について理解する。 

・ベンゼン環の構造とその特徴について理解

する。 

・芳香族炭化水素の化学式や名称について理

解する。 

・ベンゼンの置換反応（ハロゲン化，スルホ

ン化，ニトロ化）について理解する。 

・ベンゼンの付加反応や酸化反応について理



解する。 

・フェノール類と芳香族カルボン酸の化学式

や名称について理解する。 

・フェノール類の性質について，アルコール

との差異を確認しながら理解する。 

・フェノールとカルボン酸の酸の強さについ

て理解する。 

・フェノールの置換反応と製法について理解

する。 

・フタル酸とその異性体や関連する酸無水物

の化学式を理解する。 

・サリチル酸の構造とその反応性を理解す

る。 

・サリチル酸メチルとアセチルサリチル酸，

およびそれらを用いた医薬品について理解

する。 

・芳香族アミンとアゾ化合物の化学式や名称

を理解する。 

・アニリンの製法や検出法について理解す

る。 

・ジアゾ化およびジアゾカップリングについ

て理解する。 

・芳香族のアゾ化合物は染料として用いられ

ていることを理解する。 

・有機化合物の分離の原理について理解す

る。 

・有機化合物の酸性・塩基性について，その

強さの順とともに理解する。 

・有機化合物の分離の例について，その実験

操作の意味とともに理解する。 

（思判表） 

・有機化合物を炭素骨格や官能基の違いに基

づいて分類することができる。 

・有機化合物を，分子式や構造式，示性式で

表すことができる。 

・与えられた実験結果から，元素分析を行い，

有機化合物の組成式や分子式を求めること

ができる。 

・与えられた分子式からアルカンの構造異性

体やその名称を書き出すことができる。 

・アルカンの置換反応の化学反応式を書くと

ともに生成物の名称を書くことができる。 

・アルケンやアルキンの反応について，反応

物や生成物の構造式やその名称を答えるこ

とができる。 

・アルケンやアルキンの反応について，化学

反応式を書くことができる。 

・アルケンやアルキンの立体構造を判断する

ことができる。 

・アルコールやエーテルについて，その構造

式や名称を答えることができる。 

・アルコールを級数や反応性に基づいて分類

することができる。 



・アルコールの反応について，反応物や生成

物の構造式やその名称，反応式を答えるこ

とができる。 

・アルデヒドやケトンの反応性に基づき，構

造式や名称を書くことができる。 

・カルボン酸の関わる反応の反応式を書くこ

とができる。 

・鏡像異性体をもつ有機化合物の構造式を書

くことができる。 

・エステルの性質や反応性などに基づいて，

その構造式や名称を書くことができる。 

・油脂の分子式や分子量を求めることができ

る。 

・油脂の構造を判断することで，油脂の反応

における量的関係の計算をすることができ

る。 

・セッケンの示す性質に基づき，反応式を書

くことができる。 

・芳香族炭化水素の名称や化学式を書くこと

ができる。 

・ベンゼンの置換反応や付加反応，酸化反応

を構造式を用いた化学反応式で示すことが

できる。 

・ベンゼンの反応を体系的に示すことができ

る。 

・フェノール類や芳香族カルボン酸が関係す

る反応の化学反応式を示すことができる。 

・反応性や検出法，酸の強さなどに基づいて，

フェノール類や芳香族カルボン酸を区別す

ることができる。 

・芳香族アミンやアゾ化合物が示す反応の反

応式を示すことができる。 

・反応性や検出法などに基づいて，芳香族ア

ミンやアゾ化合物を区別することができ

る。 

・有機化合物の分離の原理の考え方に基づい

て，与えられた混合物から目的の有機化合

物を分離することができる。 

（主体性） 

・有機化合物の特徴や分類について興味をも

つ。 

・元素分析を中心とした有機化合物の分析に

ついて興味をもつ。 

・アルカンの特徴や構造，反応性について興

味をもつ。 

・アルケンやアルキンの特徴やその構造，反

応性について興味をもつ。 

・アルコールやエーテルの特徴やその構造，

反応性について興味をもつ。 

・アルデヒドやケトンの特徴やその構造，反

応性について興味をもつ。 

・カルボン酸の特徴やその構造，反応性につ

いて興味をもつ。 



・鏡像異性体の特徴やその構造，反応性につ

いて興味をもつ。 

・エステルや油脂，セッケンの特徴やその構

造，反応性について興味をもつ。 

・ベンゼンや芳香族炭化水素の特徴や構造，

反応性について興味をもつ。 

・フェノール類や芳香族カルボン酸の特徴や

構造，反応性について興味をもつ。 

・芳香族アミンやアゾ化合物の特徴やその構

造，反応性について興味をもつ。 

・有機化合物の分離について興味をもつ。 

・芳香族化合物の反応系統図に興味をもつ。 

家庭学習 

まで 

(18 時間) 

第 5 編 高分子化合物 

第 1 章 高分子化合物の性質 

1.高分子化合物の構造と性質 

第 2 章 天然高分子化合物 

1.糖類 

2.アミノ酸とタンパク質 

3.核酸 

第 3 章 合成高分子化合物 

1.合成繊維 

2.合成樹脂 

3.ゴム 

終章 

化学とともに歩む 

（知 技） 

・高分子化合物の定義や分類，構造について

理解する。 

・高分子化合物の重合方法について理解す

る。 

・高分子化合物の特徴について理解する。 

・単糖，二糖，多糖に分類されるそれぞれの

糖類の化学式と構造，名称，反応性につい

て理解する。 

・ヘミアセタール構造をもつと還元性を示す

ことを理解する。 

・二糖および多糖の加水分解について，用い

る酵素なども含めて理解する。 

・多糖の構造に基づく性質について理解す

る。 

・セルロースの誘導体について，その製法や

名称，利用例を理解する。 

・α-アミノ酸の示性式や特徴，検出方法，反

応性について理解する。 

・双性イオンと等電点の考え方を理解する。 

・アミノ酸がモノマーであり，そのポリマー

がタンパク質やペプチドであることを理解

する。 

・タンパク質の構造や分類，性質，検出方法

について理解する。 

・酵素のはたらきや反応条件について，タン

パク質の性質などもふまえながら理解す

る。 

・核酸を構成する糖と塩基，リン酸について

理解する。 

・DNA と RNA の構造やその違いについて理解

する。 

・DNA の二重らせん構造において，塩基対ど

うしが水素結合していることを理解する。 

・合成高分子化合物の分類について理解す

る。 

（知 技） 

・単元テスト 

・実験の操作 

（思判表） 

・問題演習 

・実験の考察 

（主体性） 

・実験レポート 

・授業の振り返

り 

 



・ナイロン 66，ナイロン 6，ポリエチレンテ

レフタラート，ポリエチレン，ビニロンな

どの重合について理解する。 

・ナイロン 66，ナイロン 6，ポリエチレンテ

レフタラート，ポリエチレン，ビニロンな

どの利用例について理解する。 

・熱可塑性樹脂および熱硬化性樹脂の名称や

単量体，利用例，性質を理解する。 

・フェノール樹脂の合成について，反応の条

件や中間生成物（ノボラックやレゾール）

を理解する。 

・イオン交換樹脂について，その構造と性質，

利用例を理解する。 

・天然ゴムの構造の特徴について理解する。 

・加硫による構造の変化について理解する。 

・合成ゴムの名称と単量体，利用例，性質に

ついて理解する。 

・化学で学んだ内容と人間生活の結びつきに

ついて理解する。 

（思判表） 

・高分子化合物を分類することができる。 

・高分子化合物の重合の方法や分子量，特徴

について判断することができる。 

・化学式や名称，構造，性質に基づいて糖類

を分類することができる。 

・糖類の加水分解の際に用いる酵素を適切に

判断することができる。 

・糖類が関わる反応の反応式に基づいて量的

関係の計算ができる。 

・アミノ酸の構造式を書くことができる。 

・アミノ酸の構造に基づいてその性質を判断

することができる。 

・アミノ酸の関わる反応の反応式を書くこと

ができる。 

・アミノ酸やタンパク質の構造や性質をふま

え，量的計算を行うことができる。 

・アミノ酸の検出方法をふまえ，タンパク質

に含まれるアミノ酸を判断することができ

る。 

・DNA や RNA を構成する塩基や糖の種類を判

断することができる。 

・DNA と RNA の違いを判断することができる。 

・ナイロン 66，ナイロン 6，ポリエチレンテ

レフタラート，ポリエチレン，ビニロンな

どの合成繊維の構造式を書くことができ

る。 

・構造式に基づいて，合成繊維に関する量的

計算を行うことができる。 

・熱可塑性樹脂の構造式を書くことができ

る。 

・フェノール樹脂の合成において，反応条件

と中間生成物を関連付けて判断することが

できる。 



・イオン交換樹脂の原理の理解をもとに，イ

オン交換樹脂の関わる量的計算を行うこと

ができる。 

・イソプレンと天然ゴムの構造式を書くこと

ができる。 

・ジエン系ゴムの構造式を書くことができ

る。 

・構造式や反応式に基づいて，量的計算を行

うことができる。 

・身のまわりで用いられている化学で学んだ

内容について説明することができる。 

（主体性） 

・高分子化合物の性質や構造について興味を

もつ。 

・糖類の特徴やその構造，反応性，利用例に

ついて興味をもつ。 

・アミノ酸やタンパク質の特徴やその構造，

反応性について興味をもつ。 

・核酸の特徴やその構造について興味をも

つ。 

・合成繊維の特徴やその重合方法，構造，利

用例について興味をもつ。 

・合成樹脂の特徴やその重合方法，構造，利

用例について興味をもつ。 

・天然ゴムや合成ゴムの特徴や構造，利用例，

性質について興味をもつ。 

・化学（科学）が社会においてなすべきこと

について興味をもつ。 

 

使用教材 

参考図書 

【教科書】：新編化学（数研出版）  

学習方法 

 

【主体的な学び】に関して 

・授業を受ける前に教科書をしっかり読んでおくこと。 

・疑問点（詳しく知りたいと思った所やよく理解できなかった所）に印を付けておくこと。 

【対話的な学び】に関して 

・疑問点の解決及び授業目標の達成に向けてクラスメイトと協力して授業を受けること。 

【深い学び】に関して 

・授業で作成したノートを用い、その日のうちにその日の授業の流れを思い出すこと。 

評価方法 

 

【知識・技能】について 

 ・｢実験操作｣、｢単元テスト｣、｢定期考査｣など 

【思考・判断・表現】について 

 ・｢実験の考察｣、｢確認テスト｣、｢定期考査｣など 

【主体的に学習に取り組む態度】について 

 ・｢実験レポート｣、｢ノート｣など 

 

どのよう
に学ぶか 

学習到達状

況をどのよ

うに確認す

るか 



令和８（２０２６）年度 熊本県立人吉高等学校 定時制 シラバス 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ３ 
開講 

学年 
４年 

 

学習目標 

 

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わい、生涯にわたって豊かなス

ポーツライフを継続する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 (1) 知識及び技能 

各種運動の特性に応じた技能を身に付けるとともに、運動の意義や効果、学び方などを理解する

ようにする。 

 (2) 思考力、判断力、表現力 

運動の特性に応じた自己の課題を見いだし，合理的，計画的な練習やきまりの工夫などを通して，

課題の解決に向けた取組を工夫するとともに，自己や他者の考えを尊重し，合意形成を図るなど，

課題を解決する力を養う。 

 (3) 学びに向かう力、人間性 

運動に親しむとともに、ルールなどを尊重し、自己の責任を果たしたり、互いに協力したりして

運動を実施しようとする態度、健康・安全を確保しようとする態度、スポーツを多角的に捉えて

親しもうとする態度などを養う。 
 

期間 単元（学習内容） 評価規準：学習の到達状況（目指す状態） 評価物 

前期中間 

まで 

(24 時間) 

◎体つくり運動 

●球技Ⅰ 

（バドミントン・ソフトテ

ニス） 

※ネット型 

（知 技）●状況に応じたラケットの操作ができるよ

うになった 

（思判表）●自己や仲間の考えたことを他者に伝える

事ができるようになった 

（主体性）●健康安全を確保し、互いに助け合いがで

きるようになった 

（知 技） 

・スキルテスト 

（思判表） 

・授業感想提出 

（主体性） 

・出席状況 

・授業態度 

前期期末 

まで 

(24 時間)  

 

●ダンス 

 

（知 技）●感じを込めて踊ったり自己や仲間の課題

を解決したりできるようになった 

（思判表）●自己や仲間の考えたことを他者に伝える

事ができるようになった 

（主体性）●健康安全を確保し、互いに助け合いがで

きるようになった 

（知 技） 

・スキルテスト 

（思判表） 

・授業感想提出 

（主体性） 

・出席状況 

・授業態度 

●球技Ⅱ 

（バレーボール） 

※ネット型 

 

 

 

 

※ネット型 

（知 技）●連携した動きをすることができるように

なった 

（思判表）●自己や仲間の考えたことを他者に伝える

事ができるようになった 

（主体性）●健康安全を確保し、互いに助け合いがで

きるようになった 

後期中間 

まで 

(27 時間) 

●球技Ⅲ 

（バドミントン） 

※ネット型 

※ネット型 

（知 技）●動きによって空間を作り出す攻防をする

ことができるようになった 

（思判表）●自己や仲間の考えたことを他者に伝える

事ができるようになった 

（主体性）●健康安全を確保し、互いに助け合いがで

きるようになった 

（知 技） 

・スキルテスト 

（思判表） 

・授業感想提出 

（主体性） 

・出席状況 

・授業態度 

家庭学習 

まで 

(18 時間) 

●球技Ⅳ 

（バスケットボール・サッ

カー） 

※ゴール型 

 

※ゴール型 

（知 技）●空間を埋める動きができるようになった。 

（思判表）●自己や仲間の考えたことを他者に伝える

事ができるようになった 

（主体性）●健康安全を確保し、互いに助け合いがで

きるようになった 

（知 技） 

・スキルテスト 

（思判表） 

・端末での感想 

（主体性） 

・出席状況 

何ができ
るように
なるか 



◎体育理論 

※後期期末考査後から 

※体育理論 

（知 技）●豊かなスポーツライフの設計について理

解することができるようになった。 

・授業態度 

 

 

使用教材 

参考図書 

【教科書】： なし 

【その他】： なし 

学習方法 

 

【主体的な学び】に関して 

・自らの課題に対してアドバイスを聞いたり、練習したりする。 

・種目の特性やルール、行い方などを調べる。 

・皆と協力して活動する。 

【対話的な学び】に関して 

・仲間の課題に対してアドバイスしたり、課題を共有したりして改善するよう話し合う。 

・動画を確認して互いの課題解決に向けて練習する。 

【深い学び】に関して 

・課題解決の実践方法を得るなど、合理的な実践ができるように、ICT を有効活用し、課題解決

に向けた調べ学習などを行う。 

評価方法 

 

【知識・技能】について 

・スキルテスト（実技）、端末等を使って動画撮影によるスキルテスト 

【思考・判断・表現】について 

・グループ活動、端末等を使っての授業の感想の提出 

【主体的に学習に取り組む態度】について 

・毎時間の点呼（出席状況）、授業態度 等 

準備物 Chromebook 等の端末、 

運動のできる服（夏：半袖シャツ、ハーフパンツ 冬季：上下ジャージ） 

体育館シューズ、グラウンドシューズ※運動のできない服装での参加は不可。例：ジーパン、ス

カート、制服 等 

 

どのよう
に学ぶか 

学習到達状

況をどのよ

うに確認す

るか 



令和８（２０２６）年度 熊本県立人吉高等学校 定時制 シラバス 

教科 家庭 科目 フードデザイン 単位数 ２ 
開講 

学年 
４年 

 

学習目標 

 

生活の見方・考え方を働かせ、食生活に関する課題の解決に向けて、栄養、献立、調理、食品な

どについて総合的に理解し、食生活を豊かにデザインする資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。 

 (1) 知識及び技能 

 食生活の意義や管理、食品の特性や活用、調理の科学的根拠や技術などについて、食を豊かにデ

ザインするために必要な知識を習得し、技能を身に付けるようにする。 

 (2) 思考力、判断力、表現力 

健康や安全、食文化、経済性など多角的な視点から、食生活の課題を解決するために思考し判断

し、目的に応じた食生活をデザインし、実践する力を養う。 

 (3) 学びに向かう力、人間性 

豊かな食生活を創造しようとする実践的な態度を養う。 

 

期間 単元（学習内容） 評価規準：学習の到達状況（めざす状態） 自己評価欄 

前期中間 

まで 

(16 時間) 

第１章 

健康と食生活 

・食事の意義と役割 

・食を取り巻く現状 

（知 技） 

・中食、外食、内食が理解できるようになった 

・地産地消、ポストハーベスト、遺伝子組換え作物の

定義を理解できるようになった 

・日本の食生活の変化をグラフから読み取ることがで

きるようになった 

（思判表） 

・日本人の栄養摂取の特徴と問題点を知り、自分の食

生活を振り返ることができるようになった 

・日本の食生活は、海外の負担なくして成り立ってい

ないことを理解することができるようになった 

（主体性） 

・自らの食生活を振り返ることができるようになった 

（知 技） 

・定期考査 

・ワークシート 

（思判表） 

・定期考査 

・ワークシート 

（主体性） 

・ワークシート 

第２章 

栄養素・食品の特徴 

・栄養素の働き 

（知 技） 

・栄養素の役割、種類が科学的に理解できるようにな

った 

（思判表） 

・からだの中で、それぞれの栄養素がどのような働き

をしているのかを考えることができるようになった 

（主体性） 

・家庭総合の学習を踏まえ、五大栄養素の働きを振り

返ることができるようになった 

（知 技） 

・定期考査 

・ワークシート 

（思判表） 

・定期考査 

・ワークシート 

（主体性） 

・ワークシート 

第４章 

調理実習 

・調理実習に入る前に 

・日常食：日本料理献立 

（知 技） 

・調理実習の際の衛生面等の留意事項を理解し、行動

できるようになった 

（思判表） 

・食事のテーマに応じた配膳ができるようになった 

（主体性） 

・身支度、手洗いを励行できるようになった 

（知 技） 

・定期考査 

・調理実習 

・実習の記録 

（思判表） 

・調理実習 

・実習の記録 

（主体性） 

・調理実習 

・実習の記録 

何ができ
るように
なるか 



前期期末 

まで 

(16 時間) 

第２章 

栄養素・食品の特徴 

・健康に必要な栄養素 

・食品の特徴 

（知 技） 

・食品の特徴、調理性、加工について理解できるよう

になった 

・栄養素ではないが、水もからだを維持するために大

切な要素であることを理解できるようになった 

（思判表） 

・栄養素と食品の学習を結びつけ、日常の食事の改善

点について考えることができるようになった 

（主体性） 

・食品に関わることを調べ、まとめることができるよ

うになった 

（知 技） 

・定期考査 

・ワークシート 

（思判表） 

・定期考査 

・ワークシート 

（主体性） 

・ワークシート 

第４章 

調理実習 

・日常食：中国料理献立 

・日常食：洋風料理献立 

（知 技） 

・調理実習の際の衛生面等の留意事項を理解し、行動

できるようになった 

（思判表） 

・食事のテーマに応じた配膳ができるようになった 

（主体性） 

・身支度、手洗いを励行できるようになった 

（知 技） 

・定期考査 

・調理実習 

・実習の記録 

（思判表） 

・調理実習 

・実習の記録 

（主体性） 

・調理実習 

・実習の記録 

後期中間 

まで 

(18 時間) 

第２章 

栄養素・食品の特徴 

・食品加工の目的 

・食品の選択と取り扱い 

（知 技） 

・身の回りの加工食品と、加工の目的が理解できるよ

うになった 

・食中毒の特徴を知り、リスクを減らす技術を身につ

けることができるようになった 

（思判表） 

・身近な食品の加工について想像することができるよ

うになった 

・食品に記載された情報の正しい見方を知り、食品選

択に役立てることができるようになった 

（主体性） 

・食中毒の危険性について知り、正しい予防ができる

ようになった 

（知 技） 

・定期考査 

・ワークシート 

（思判表） 

・定期考査 

・ワークシート 

（主体性） 

・ワークシート 

第３章 

調理と献立 

・調理の基本 

・ライフステージと食事 

計画 

（知 技） 

・調理の目的や操作について理解できるようになった 

・各ライフステージの栄養について理解できるように

なった 

（思判表） 

・食品の持つ調理性や特徴を献立作成に活かすことが

できるようになった 

・食事のテーマに応じた調理操作を考え、作業の計画

を立てることができるようになった 

（主体性） 

・「日本人の食事摂取基準」や「４つの食品群による摂

取量のめやす」などを活用し、ライフステージに応じ

た食事計画を立てることができるようになった 

（知 技） 

・定期考査 

・ワークシート 

（思判表） 

・定期考査 

・ワークシート 

（主体性） 

・ワークシート 

第４章 

調理実習 

・日常食：日本料理献立 

・日常食：洋風料理献立 

（知 技） 

・調理実習の際の衛生面等の留意事項を理解し、行動

できるようになった 

（思判表） 

・食事のテーマに応じた配膳ができるようになった 

（主体性） 

（知 技） 

・定期考査 

・調理実習 

・実習の記録 

（思判表） 

・調理実習 



・身支度、手洗いを励行できるようになった ・実習の記録 

（主体性） 

・調理実習 

・実習の記録 

家庭学習 

まで 

(12 時間) 

第３章 

調理と献立 

・食文化を見つめる 

（知 技） 

・年中行事や地域の郷土料理など食と生活のかかわり

を理解できるようになった 

・日本料理の献立や作法について興味をもち、その内

容を理解できるようになった 

（思判表） 

・それぞれの時代についての問題点や消費者としての

あり方も含めて考えていくことができるようになっ

た 

・からだの中で栄養素がどのような働きをするのかを

考え、各ライフステージにおける適した食事につい

て判断することができるようになった 

（主体性） 

・近年の食生活の実態を自ら調査したり、その生活を

想像し情報を整理したりすることができるようになっ

た 

（知 技） 

・ワークシート 

（思判表） 

・ワークシート 

（主体性） 

・ワークシート 

第４章 

調理実習 

・行事食：クリスマス料理 

・行事食：正月料理 

（知 技） 

・調理実習の際の衛生面等の留意事項を理解し、行動

できるようになった 

（思判表） 

・食事のテーマに応じた配膳ができるようになった 

（主体性） 

・身支度、手洗いを励行できるようになった 

（知 技） 

・調理実習 

・実習の記録 

（思判表） 

・調理実習 

・実習の記録 

（主体性） 

・調理実習 

・実習の記録 

 

使用教材 

参考図書 

【教科書】： 「フードデザイン Cooking＆arrangement」 教育図書 

 

学習方法 

 

【主体的な学び】に関して 

・授業を受けながら、大切だと感じた箇所等にアンダーラインを引く 

・自らの食生活の現状から、課題を見出し、その解決を図りながら、実践、改善等を行う 

【対話的な学び】に関して 

・単元ごとに新聞記事やグラフの読み取りを行い、自分の考えをまとめ、班で意見交換を行う 

【深い学び】に関して 

・新聞記事等を利用し、学んだことをリンクさせ、深い学びに繋げる 

・実験、実習を通して、知識を深める 

評価方法 

 

【知識・技能】について 

 定期考査、単元小テスト、調理実習 

【思考・判断・表現】について 

 定期考査、単元小テスト、調理実習、実習の記録、ワークシート、発表 

【主体的に学習に取り組む態度】について 

 定期考査、調理実習、実習の記録、ワークシート、授業態度 

 

どのよう
に学ぶか 

学習到達状

況をどのよ

うに確認す

るか 



令和８（２０２６）年度 熊本県立人吉高等学校 定時制 シラバス 

教科 外国語 科目 論理・表現Ⅰ 単位数 ２ 
開講 

学年 
４年 

 

学習目標 

 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による言語活動を通し
て、英語で論理的に思考し、批判的に検討したことを、適切な英語で、スピーチやプレゼンテー
ション、討論などを通して効果的に発信したり、やり取りしたりする資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。 
 (1) 知識及び技能 
日常的な話題について、英語の音声や語彙、表現、文法事項などの知識を習得し、これらを実際
のコミュニケーションにおいて、論理的に発信したりやり取りしたりする言語活動で活用できる
技能を身に付けるようにする。 
 (2) 思考力、判断力、表現力 
日常的な話題について、英語で論理的に思考し、批判的に検討したことを、目的に応じて論理的
に構成して表現し伝えたり、適切にやり取りしたりする力を養う。 
 (3) 学びに向かう力、人間性 

英語の背景にある文化を理解し、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、
協力的に英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

 

期間 単元（学習内容） 評価規準：学習の到達状況（目指す状態） 評価物 

前期中間 
まで 

(16 時間) 

L 1 現在形 

L 2 過去形 

L 3 進行形 

L 4 未来 

 

【書くこと】 

（知 技）●現在形、過去形、進行形、未来の用法を

理解できる。 

（思判表）●学んだ知識を応用して、自分の考えを書

いて伝えることができる 

（主体性）●英語で主体的に書こうとすることができ

る 

（知 技） 

・小テスト 

・中間考査 

（思判表） 

・中間考査 

（主体性） 

・授業態度 

前期期末 
まで 

(16 時間) 

L 5 助動詞① 

L 6 助動詞② 

L 7 現在完了形① 

L 8 現在完了形② 

L 9 受動態 

【話すこと（やり取り）】 

（知 技）●助動詞、現在完了形、受動態の用法を理

解できる。 

（思判表）●学んだ知識を応用して、自分の考えを書

いて伝えることができる 

（主体性）●英語で主体的に伝え合おうとすることが 

できるようになる 

（知 技） 

・小テスト 

・期末考査 

（思判表） 

・期末考査 

（主体性） 

・授業態度 

後期中間 
まで 

(18 時間) 

L 10 比較① 

L 11 比較② 

L 12 動名詞 

L 13 to 不定詞① 

L 14 to 不定詞② 

L 15、16 分詞・関係代名詞 

【書くこと】 

（知 技）●比較、動名詞、不定詞、分詞、関係代名

詞の用法を理解できる。 

（思判表）●学んだ知識を応用して、自分の考えを書

いて伝えることができる 

（主体性）●英語で主体的に書こうとすることができ

るようになる 

（知 技） 

・小テスト 

・中間考査 

（思判表） 

・中間考査 

（主体性） 

・授業態度 

何ができ
るように
なるか 



家庭学習 
まで 

(12 時間) 

L 17 関係代名詞② 

L 18 関係副詞 

L 19 仮定法過去 

L 20 接続詞 

 

総復習 

 

 

Scene 1- Scene ４ 

場面別英吾表現集による既

習事項の復習とまとめ 

【話すこと（やり取り）】 

（知 技）●関係代名詞、関係副詞、仮定法過去、接

続詞の用法を理解できる。 

（思判表）●学んだ知識を応用して、自分の考えを書

いて伝えることができる 

（主体性）●英語で主体的に伝え合おうとすることが 

できるようになる 

【話すこと（発表）】 

（知 技）●１年間に学習した文法事項の用法を再確

認できる。 

（思判表）●学んだ知識を応用して、自分の考えを書

いて伝えることができる 

（主体性）●英語で主体的に伝えようとすることがで

きるようになる 

【話すこと（やり取り）】 

（知 技）●それぞれの文法事項を理解し、場面で活

用できる。 

（思判表）●学んだ知識を応用して、自分の考えを書

いて伝えることができる 

（主体性）●英語で主体的に伝え合おうとすることが

できるようになる 

（知 技） 

・小テスト 

・期末考査 

（思判表） 

・期末考査 

（主体性） 

・授業態度 

 
使用教材 
参考図書 

【教科書】：MY WAY （論理・表現１） 
【その他】：補助プリント 

学習方法 
 

【主体的な学び】に関して 

教科書の内容を予習し，自分の課題を見付け，授業の中で解決できるようにする。 

【対話的な学び】に関して 

分からないことは積極的に先生やクラスメイトに尋ねることができるようにする。 

相手の意見を尊重しながら，自分の意見も発信できるようにする。 

【深い学び】に関して 

異文化を理解するため，教科書の内容だけでなく，クロームブックを活用しながら他国のこと

や自国のことについて調べて，まとめることができるようにする。 

評価方法 
 

【知識・技能】について 

 課題考査，定期考査，パフォーマンステスト等 

【思考・判断・表現】について 

 課題考査，定期考査，授業中課題，パフォーマンステスト等 

【主体的に学習に取り組む態度】について 

 授業態度，提出物等 

 

どのよう
に学ぶか 

学習到達状

況をどのよ

うに確認す

るか 



令和８（２０２６）年度 熊本県立人吉高等学校 定時制 シラバス 

教科 外国語 科目 英語論理表現 単位数 １ 
開講 

学年 
４年 

 

学習目標 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  

話すこと[やり取り] 

「知識」 

やり取りの際に必要な英語の

特徴や決まりに関する事項が

理解できるようになる。 

「技能」 

説明や描写の表現を工夫して

聞き手，話し手と効果的に伝

え合うことができるようにな

る。 

聞いたり読んだりし

たこと，学んだことや

経験したことに基づ

き，情報や考えについ

て伝え合うことがで

きるようになる。 

外国語の背景にある

文化に対する理解を

深め，聞き手，話し手

に配慮しながら，主体

的に英語で伝え合お

うとすることができ

るようになる。 

話すこと[発表] 

「知識」 

発表する際に必要な英語の特

徴や決まりに関する事項が理

解できるようになる。 

「技能」 

説明や描写の表現を工夫して

聞き手に効果的に伝えること

ができるようになる。 

聞いたり読んだりし

たこと，学んだことや

経験したことに基づ

き，情報や考えについ

て伝えることができ

るようになる。 

外国語の背景にある

文化に対する理解を

深め，聞き手に配慮し

ながら，主体的に英語

で伝えようとするこ

とができるようにな

る。 

書くこと 

「知識」 

書くことに必要な英語の特徴

や決まりに関する事項が理解

できるようになることを目指

す。 

「技能」 

説明や描写の表現を工夫して

読み手に効果的に書いて伝え

ることができるようになる。 

聞いたり読んだりし

たこと，学んだことや

経験したことに基づ

き，情報や考えについ

て書いて伝えること

ができるようになる。 

外国語の背景にある

文化に対する理解を

深め，読み手に配慮し

ながら，主体的に英語

で書こうとすること

ができるようになる。 

 

期間 単元（学習内容） 評価規準：学習の到達状況（めざす状態） 評価物 

前期中間 
まで 

(8 時間) 

UNIT ０ 

UNIT １ 

UNIT ２ 

 

【話すこと（やりとり）】 

（知 技）●使用された文法事項が理解できる 

（思判表）●関連する話題について、情報や考え、気

持ちなどを話して伝え合うことができる 

（主体性）●関連する話題について,情報や考え、気持

ちなどを主体的に話し合おうとすること

ができる 

 

 

 

【書くこと】 

（知 技）●使用された文法事項が理解できる 

（思判表）●関連する話題について,聞いたり読んだり

したことを,書いて伝えることができる 

（主体性）●関連する話題について,主体的に書こうと 

することができる 

 

 

 

【話すこと（発表）】 

（知 技）●使用された文法事項が理解できる 

（思判表）●関連する話題について,聞いたり読んだり

したことを,論理性に注意して話して伝え

（知 技） 

・小テスト 

・中間考査 

（思判表） 

・授業中課題 

・中間考査 

（主体性） 

・授業態度 

前期期末 
まで 

(8 時間) 

UNIT ３ 

UNIT ４ 

 

（知 技） 

・小テスト 

・期末考査 

（思判表） 

・授業中課題 

・期末考査 

（主体性） 

・授業態度 

後期中間 
まで 

(9 時間) 

UNIT ５ 

UNIT ６ 

 

（知 技） 

・小テスト 

・中間考査 

（思判表） 

・授業中課題 

・中間考査 

（主体性） 

何ができ
るように
なるか 



ることができる 

（主体性）●関連する話題について,主体的に伝えよう 

とすることができる 

・授業態度 

家庭学習 
まで 

(6 時間) 
 

UNIT ７ 

UNIT ８ 

UNIT ９ 

UNIT １０ 

 

（知 技） 

・小テスト 

・期末考査 

（思判表） 

・授業中課題 

・期末考査 

（主体性） 

・授業態度 

 

 
使用教材 
参考図書 

【教科書】：基礎からのジャンプアップノート 英作文 演習ドリル 
【その他】：補助プリント 

学習方法 
 

【主体的な学び】に関して 

教科書の内容を予習し，自分の課題を見つけ，授業の中で解決できるようにする。 

【対話的な学び】に関して 

分からないことは積極的に先生やクラスメイトに尋ねることができるようにする。 

相手の意見を尊重しながら，自分の意見も発信できるようにする。 

【深い学び】に関して 

異文化を理解するため，教科書の内容だけでなく，クロームブックを活用しながら他国のこと

や自国のことについて調べて，まとめることができるようにする。 

評価方法 
 

【知識・技能】について 

 課題考査，定期考査，パフォーマンステスト等 

【思考・判断・表現】について 

 課題考査，定期考査，授業中課題，パフォーマンステスト等 

【主体的に学習に取り組む態度】について 

 授業態度，提出物，ポートフォリオ等 

 

どのよう
に学ぶか 

学習到達状

況をどのよ

うに確認す

るか 



令和８（２０２６）年度 熊本県立人吉高等学校 定時制 シラバス 

教科 商業 科目 簿記 単位数 ２ 
開講 

学年 
３年 

 

学習目標 

 

情報の各分野における見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通し

て、情報をビジネスに活用する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 (1) 知識及び技能 

情報の意義、情報通信ネットワークの仕組み、情報の管理、情報の収集、加工及び分析、並び

に情報の表現について理解し、情報をビジネスに活用するために必要な技能を身に付けるよう

にする。 

 (2) 思考力、判断力、表現力 

 情報技術をビジネスに活用する方法や、情報を効果的に表現する方法を多角的に考察し、適切

に判断する力を養う。 

 (3) 学びに向かう力、人間性 

情報技術を効果的に活用して問題を解決しようとする態度、情報を適正に扱う態度、及びビ

ジネスにおける情報の役割を理解しようとする態度を養う。 

 

期間 単元（学習内容） 評価規準：学習の到達状況（めざす状態） 自己評価欄 

前期中間 

まで 

(16時間) 

●４章 ビジネス文書の

作成 

 １節 ビジネス文書と

表現 

 ２節 基本文書の作成 

１．ワープロの操作

と入力方法 

（知 技） 

●各種文書の役割や文書の構成要素などについて理

解できるようになった 

●ビジネス文書の作成について実務に即して理解で

きるようになった 

（思判表） 

●様々な文書を適切に選択できるようになった 

（主体性） 

●ビジネス文書による適切な情報の発信に主体的か

つ協働的に取り組もうとすることができた 

知 技  

 ・定期考査 

 

思判表  

 ・提出物 

 

主体性  

 ・授業態度 

前期期末 

まで 

(16時間) 

●４章 ビジネス文書の

作成 

 １節 ビジネス文書と

表現 

 ２節 基本文書の作成 

２．ワープロを利用

した文書の作成 

３．社外文書 

４．社内文書 

 ３節 応用文書の作成 

（知 技） 

●ビジネス文書の作成について実務に即して理解で

きるようになった 

●ワープロの機能などを理解できるようになった 

●データの差し込み機能などを理解できるようにな

った 

（思判表） 

●ビジネス文書の作成に対する要求を分析し，科学

的な根拠に基づいて，文書で発信することが必要

な情報を表現し，評価・改善することができるよ

うになった 

●ワープロの基本的な機能を利用して様々な文書が

作成できるようになった 

●必要に応じて様々な機能を選択できるようになっ

た 

●表計算ソフトウェアと連携した文書作成ができる

ようになった 

（主体性） 

●ビジネス文書による適切な情報の発信に主体的か

つ協働的に取り組もうとすることができた 

●計算機能やグラフ，イラストなどを利用した表現

力に富んだ文書の作成に積極的に取り組めるよう

になった 

知 技  

 ・定期考査 

 

思判表  

 ・提出物 

 

主体性  

 ・授業態度 

何ができ
るように
なるか 



後期中間 

まで 

(18時間) 

●５章 プレゼンテーシ

ョン 

 １節 プレゼンテーシ

ョンの技法 

 ２節 ビジネスにおけ

るプレゼンテーション 

（知 技） 

●プレゼンテーション活動の意義や役割が理解でき

るようになった 

●プレゼンテーションについて実務に即して理解で

きるようになった 

（思判表） 

●情報収集や整理，内容構成など，プレゼンテーシ

ョンの準備から評価改善に至るまでの一連の流れ

や基礎的な技法を身に付けることができた 

●目的や形態に応じた適切な方法で，資料作成など

の準備ができるようになった 

●聴衆が理解しやすい資料や構成で作成できるよう

になった 

（主体性） 

●実習や探究問題に主体的に取り組むことができる

ようになった 

知 技  

 ・定期考査 

 

思判表  

 ・提出物 

 

主体性  

 ・授業態度 

家庭学習 

まで 

(12時間) 

●総合演習 

 

（知 技） 

●様々なソフトウェアと連携した文書などが作成で

き，多様な機能などが理解できるようになった 

（思判表） 

●各種ソフトウェアを活用し，実習に積極的に取り

組み，適切な文書などに必要な処理などを考察で

きるようになった 

（主体性） 

●適切な情報の伝達に主体的かつ協働的に取り組む

ことができるようになった 

知 技  

 ・小テスト 

 

思判表  

 ・提出物 

 

主体性  

 ・授業態度 

 

使用教材 

参考図書 

【教科書】：「最新情報処理」（実教出版） 

【その他】：①「全商情報処理検定模擬問題集３級」（実教出版） 

②独自作成プリント 

学習方法 

 

【主体的な学び】に関して 

企業において情報を扱う具体的な場面を想定した実習に粘り強く取り組んでください。 

【対話的な学び】に関して 

情報の管理や活用に関する分析、表現方法や伝え方の工夫についての考察やグループでの話

し合いに積極的に取り組んでください。 

【深い学び】に関して 

 発展てきな学びとして、様々なプログラミング言語から目的に応じた適切な言語を選択で

きるようになってください。 

評価方法 

 

【知識・技能】について 

 定期考査、単元テスト、実技テスト 

【思考・判断・表現】について 

 作品の作成、発表、グループでの話し合い、定期考査 

【主体的に学習に取り組む態度】について 

 ノートやワークシート等における記述、授業中の発言、自己評価や相互評価等 

 

どのよう
に学ぶか 

学習到達状

況をどのよ

うに確認す

るか 



令和８（２０２６）年度 熊本県立人吉高等学校 定時制 シラバス 

教科 商業 科目 簿記 単位数 ２ 
開講 

学年 
４年 

 

学習目標 

 

会計の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通して、会計情報を活用

する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 (1) 知識及び技能 

企業の経済活動を適切に記録・計算・整理し、財務諸表を作成する一連の仕組みについて理解し、

簿記に関する技能を身に付けるようにする。 

 (2) 思考力、判断力、表現力 

 企業の財政状態や経営成績を把握するための会計情報を多角的に考察し、適切に判断する力を

養う。 

 (3) 学びに向かう力、人間性 

企業の経済活動を適正に捉えようとする態度、及び会計情報を誠実かつ公正に扱う態度を養う。 

 

期間 単元（学習内容） 評価規準：学習の到達状況（めざす状態） 自己評価欄 

前期中間 

まで 

(16 時間) 

●第 12 章 決算（その１） 

 

 

（知 技）●決算の記録・計算・整理に関する基本的な

内容とその記帳法が理解できるようにな

った 

（思判表）●決算整理を含んだ決算について，一定の方

法に従って判断処理ができるようになっ

た 

（主体性）●基本的な決算整理を加えた決算に関心を

高め，その決算処理の学習を的確に主体的

に行おうとすることができるようになっ

た 

知 技  

 ・定期考査 

 

思判表  

 ・提出物 

 

主体性  

 ・授業態度 

●第 13 章 手形取引の記

帳 

 

 

（知 技）●手形の取引に関する基本的な内容とその

記帳法が理解できるようになった 

（思判表）●手形に関する記帳に自らの思考を深め，基

礎的・基本的な知識と技術を活用して適切

に判断することができるようになった 

（主体性）●手形の取引に関心を高め，その記帳処理の

学習を積極的に進めることができるよう

になった 

前期期末 

まで 

(16 時間) 

●第 14 章 その他の債

権・債務の処理 

 

 

（知 技）●その他の債権・債務の取引等に関する基本

的な内容とその記帳法が理解できるよう

になった 

（思判表）●その他の債権・債務に関する記帳に自らの

思考を深め，基礎的・基本的な知識と技術

を活用して適切に判断し，表現することが

できるようになった 

（主体性）●その他の債権・債務の取引に関心を高め，

その記帳処理の学習を積極的に進めるこ

とができるようになった 

知 技  

 ・定期考査 

 

思判表  

 ・提出物 

 

主体性  

 ・授業態度 

●第 15 章 販売費及び一

般管理費の記帳 

 

 

（知 技）●販売費及び一般管理費の取引等に関する

基本的な内容とその記帳法が理解できる

ようになった 

（思判表）●販売費及び一般管理費に関する記帳に自

らの思考を深め，基礎的・基本的な知識と

技術を活用して適切に判断し，表現するこ

とができるようになった 

（主体性）●販売費及び一般管理費の取引に関心を高

何ができ
るように
なるか 



め，その記帳処理の学習を積極的に進める

ことができるようになった 

●第 16 章 資本金の記帳 

 

 

（知 技）●資本金の取引等に関する基本的な内容と

その記帳法が理解できるようになった 

（思判表）●資本金に関する記帳に自らの思考を深め，

基礎的・基本的な知識と技術を活用して適

切に判断し，表現することができるように

なった 

（主体性）●資本金の取引に関心を高め，その記帳処理

の学習を積極的に進めることができるよ

うになった 

後期中間 

まで 

(18 時間) 

●第 17 章 決算（その２） 

 

 

（知 技）●貸し倒れの見積もり，間接法による減価償

却の記帳，費用・収益の繰り延べと見越し

をともなう決算の手続きが理解できるよ

うになった 

（思判表）●進んだ決算整理を含んだ決算について，一

定の方法に従って判断処理ができるよう

になった 

（主体性）●作成した会計帳簿や貸借対照表と損益計

算書からビジネスの諸活動を把握するこ

とができるようになった 
知 技  

 ・定期考査 

 

思判表  

 ・提出物 

 

主体性  

 ・授業態度 

●第 18 章 帳簿 

 

 

（知 技）●これまで学んでいる諸帳簿の記帳法が理

解できるようになった 

（思判表）●ビジネスの諸活動について，記帳にどの帳

簿または伝票を用いてよいかの判断がで

き，適切に表現することができるようにな

った 

（主体性）●・帳簿の種類や形式について関心を高める

ことができるようになった 

●第 19 章 仕訳伝票と３

伝票制 

 

 

（知 技）●仕訳帳との違いを含めて伝票の意味と作

成方法が理解できるようになった 

（思判表）●入金取引・出金取引・その他の取引にどの

伝票を用いるかの判断を通じて，記帳の合

理化を考えることができるようになった 

（主体性）●伝票による取引の記帳法と集計・転記に関

心を高め，その記帳処理の学習を積極的に

進めようとすることができるようになっ

た 

家庭学習 

まで 

(12 時間) 

●第 20 章 会計ソフトウ

ェア 

 

 

（知 技）●取引の記帳に会計ソフトウェアを活用す

ることによる利点が理解できるようにな

った 

（思判表）●会計ソフトウェアをどのように活用する

かの判断を通じて，記帳の合理化を考える

ことができるようになった 

（主体性）●会計ソフトウェアの活用に関心を高め，そ

の運用方法について積極的に学ぶことが

できるようになった 

知 技  

 ・小テスト 

 

思判表  

 ・提出物 

 

主体性  

 ・授業態度 

●第 21 章 有価証券とそ

の他の手形取引の記帳 

 

 

（知 技）●有価証券の取引に関する基本的な内容と

その記帳法、手形の書き換え，不渡手形等

の取引の記帳に関する基本的な内容と記

帳法が理解できるようになった 

（思判表）●有価証券とその他の手形取引に関する記

帳に自らの思考を深め，基礎的・基本的な



知識と技術を活用して適切に判断し，表現

することができるようになった 

（主体性）●有価証券とその他の手形取引に関心を高

め，その記帳処理の学習を積極的に進めよ

うとすることができるようになった 

 

使用教材 

参考図書 

【教科書】：「高校簿記」（実教出版） 

【その他】：①「最新段階式 全商３級簿記検定問題集（実教出版） 

②「よくわかる簿記シリーズ 合格トレーニング 日商簿記３級」（ＴＡＣ出版） 

③独自作成プリント 

学習方法 

 

【主体的な学び】に関して 

実務に即した例題を取り入れた学習活動に粘り強く取り組んでください。 

【対話的な学び】に関して 

取引の記録と財務諸表の作成方法についてグループで考察し討論を行います。 

【深い学び】に関して 

基本的な会計用語については英語表記に慣れ親しむことができるようになるとともに、企業会

計に関する法規と基準の改正などに随時対応できるようになってください。 

評価方法 

 

【知識・技能】について 

 定期考査、単元テスト、記帳問題 

【思考・判断・表現】について 

 財務諸表の作成、発表、グループでの話し合い、定期考査 

【主体的に学習に取り組む態度】について 

 ノートやワークシート等における記述、授業中の発言、自己評価や相互評価等 

 

どのよう
に学ぶか 

学習到達状

況をどのよ

うに確認す

るか 


